
研究推進担当
中川 雄喜

令和４年度探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会

主体的に学びを深める児童・生徒の育成

～探究的な学習の単元開発・実践・改善を通して～

【令和４年度の取組を振り返って】



はじめに

“本物”の探究を目指した主な取組
・単元構想の見直し
・地域の“材”の効果的な活用
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報告内容

①研究の概要について

②実践事例について

③成果と課題について



1. 研究の概要について

海田西中学校 海田小学校 海田西小学校



西中学校区の課題及び研究テーマ

・探究課題が自分事となっておらず，主体的な学び
となっていない。
・自分の考えを積極的に伝えられていない。
・振り返りが自己の変容を省察したり，新たな課題
に気付いたりするものになっていない。

主体的に学びを深める児童・生徒の育成
～探究的な学習の単元開発・実践・改善を通して～



中学校区で育成を目指す資質・能力

【図１ 本中学校区の資質・能力】
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主体性 ３つの資質・能力
互いに影響を与え，深め合う
ことで，一つ一つがより大き
な円へと成長し，育成される

学びに向かう力，人間性等

思考力・判断力・表現力等 知識及び技能



主体性
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【課題設定の工夫】
・実生活や実社会と関わる必然性のある課題設定
・ＮＩＥの活用
・題材との出会いの工夫（問題の意識化）
・実現（解決）の見通し（問題の課題化）

【協働の場づくり】
・活動の視点の明確化
（目的の共有化）

・思考ツールの活用
（情報の共有化）

・ＩＣＴの活用
（情報の共有化）

【振り返りの工夫】
・自己評価シートの記入
（学びの言語化）

・単元ルーブ
リック作成

・単元を貫く問いの活用

・作成物や自己評価等の比較
・これからの学習への転用を
表現する場（新たな課題）

学びに向かう力，人間性等

思考力・判断力・
表現力等

知識及び技能



２.実践事例について



学年 第３学年 総時間数 ４４時間
単元名 西のチカラプロジェクト

たんけん！発見！海田町の“いいね”を伝えよう

本質的な問い 海田町の魅力って何だろう？
～私たちは，どのように地域とかかわるとよいのだろう～

探究課題 ・自分が住む地域のよさについて，「人，もの，こと」に着目しながら視点をもって調べる
ことを通して，地域を知り，地域への関心をもつ。

・海田町のよさを伝える方々と関わりながら地域を散策し，自分たちが見つけた“いい
ね”をポスターに表したり，デジタルサイネージで流したりして伝えるという活動を通して，
地域の公共施設や歴史，自然など，それぞれのよさに気付くとともに，地域に親しみや
誇りをもち，自分自身と地域との繋がりについて考えを深めていく。

単元目標 探究のサイクル１「校区の“いいね”を発見しよう」

自分の住む校区の魅力を調べる活動を通して，校区のよさを知り，海田町への関心を
高める。
探究のサイクル２「海田町の“いいね”を発見しよう」
海田町の魅力（人，もの，こと）について調べる活動を通して，地域への愛着をもつ。
探究のサイクル３「海田町の“いいね”を伝えよう」

地域のよさや自分たちの思いを伝える活動を通して，自分から地域のよさを発信する
とともに，地域に親しみや誇りをもち，自分自身と地域との繋がりについて考えを深める。



本質的な問いに繋がる４つの願い

海田町の魅力って何だろう？
～私たちは，どのように地域とかかわるとよいのだろう～

願い
①ふるさとである海田町の良さを知ってほしい。
②海田町に親しみや誇りをもってほしい。
③海田町の良さを語れる人になってほしい。
④ふるさとのために考えたり行動したりできる人になってほしい。

本質的な問い















３．成果と課題について

①発信手段の見直しによる効果

②資質・能力に関する成果と課題



発信手段の見直しによる効果

〇発信が大人も巻き込んだ地域へと拡大し，さらに
“本物”と協力して発信することで，発信に対する
一人一人の熱量とともに主体性が高まった。

〇“本物”と繋がった発信を行うことで，協同する
ことが必然となり，コミュニケーション力の向上
に繋がった。



資質・能力の育成に関する成果と課題
１学期主体性，コミュニケーションに関する振り返り

２学期主体性，コミュニケーションに関する振り返り



資質・能力の育成に関する成果と課題



資質・能力の育成に関する成果と課題
表１：授業では，友達と話し合うなどして，自分の考えを深め
たり，広げたりしていますか。

肯定的回答率 否定的回答率
１学期末 70% 30%

２学期末 90% 10%

表２：振り返りでは，「もっと考えてみたいこと」「もっと調べて
みたいこと」など考えています。

肯定的回答率 否定的回答率

１学期末 83% 17%

２学期末 87.1% 12.9%



次年度に向けて

西中校区で育成を目指す資質・能力を改めて整理し，学
年間の連続性，発展性や中学校との接続に留意しつつ，
他教科等で育成を目指す資質・能力との関連を明らか
にし，主体的に学びを深めながら，自己の生き方を考え
ていく力を伸ばしていく。



ご清聴ありがとうございました


